










要約:全国の新生児集中治療施設(人工換気療法可能なもの)の協力を得て慢性肺疾患(CLD)

の現状を調査し、中間集計で施設数 228,極低出生体重児数 4210 (1995 年出生の全極低出

生体重児の58%に相当)、 CLD例数874の回答を得た.CLD発生数は1000g未満が957例( CLD

発症率 47%)、1000-1499gが 457例(CLD発症率10%)に達すると推定された.この結果を1990

年の調査と比較すると、各体重群で CLD 発生率は減少しているが(例:<1000g  51.4% →

46.5%)、極低出生体重児の出生数増(1990 比 943 名増)と生存数増(1,104 名増)により、概

算で CLD 実数は 1284例で 1990 年に比べて 23例の減少に留まると推定された.慢性肺疾患

の予防法・管理法はまだ開発中の課題であり、各施設の診療基準を調査して CLD 発生頻度

との関連を調べ、望ましい管理法を見出す方法の開発を検討している．中間解析結果から

(1)施設間の基準の多様性(2)従来推奨されてきた方法を必ずしも採用していない施設の存

在など、今後改善すべき課題を示唆するデータが得られた.個別研究としては、肺障害因

子の究明・肺障害の診断と予防の方法・肺疾患児の管理法を主な課題として取り組んだ.


